
Ⅱ　  令和２年国勢調査結果の概要



１．人　　口
　（１）日本の人口　 　  　　　　　　　　　１億２,６１４万６，０９９人

　　　・令和２(2020)年の国勢調査の人口は１億２,６１４万６,０９９人であった。

　　　・平成２７(2015)年の国勢調査の人口１億２,７０９万４,７４５人と比較すると、９４万８,６４６人の減少（増減

　　　　率△０．７％）となった。

　　　　人口５,５９６万人から、１００年間で２．２５倍（前回は２．２７倍）になった。

  （２）静岡県の人口　　   　　 　 　　　３,６３３,２０２人

　　　・令和２(2020)年の国勢調査による、静岡県の人口は３,６３３,２０２人であった。これは、全国人口（概数）

　　　　の２．９％を占め、４７都道府県中第１０位である。

　　　・平成２７(2015)年の国勢調査の人口３,７００,３０５人と比べると、６７,１０３人の減少（増減率△ １．８％）と

　　  　なった。

　　　・市町別では、県内市町のうち浜松市が７９０,７１８人で最も多く、以下、静岡市が６９３,３８９人、富士市

　　　　が２４５,３９２人、沼津市が１８９,３８６人と続き、この４市で県総人口の５２．８％を占めている。

   表－１　県下市別人口・世帯数及び人口密度 

総　　　数 男 女

静   岡   県 3,633,202 1,791,118 1,842,084 1,483,472 467.2 2.40
市     　　部 3,410,849 1,681,700 1,729,149 1,393,834 532.1 2.40
郡　     　部 222,353 109,418 112,935 89,638 162.7 2.41
静   岡   市 693,389 337,812 355,577 297,421 491.1 2.28
　葵　 　区 249,297 119,984 129,313 105,124 232.2 2.31
　駿 河 区 213,026 105,146 107,880 96,437 2,915.8 2.17
　清 水 区 231,066 112,682 118,384 95,860 871.9 2.36
浜   松   市 790,718 392,900 397,818 320,749 507.5 2.41

中　区 235,240 117,377 117,863 108,259 5,305.4 2.14
東　区 129,356 64,357 64,999 52,387 2,794.5 2.43
西　区 108,160 53,482 54,678 39,828 942.9 2.62
南　区 99,769 50,016 49,753 40,191 2,130.0 2.45
北　区 92,688 45,656 47,032 34,023 313.6 2.61
浜北区 98,779 49,066 49,713 35,421 1,485.4 2.73
天竜区 26,726 12,946 13,780 10,640 28.3 2.39

沼   津   市 189,386 93,046 96,340 83,438 1,013.0 2.22
熱   海   市 34,208 15,438 18,770 18,440 553.7 1.80
三   島   市 107,783 52,421 55,362 46,106 1,737.9 2.30
富 士 宮 市 128,105 63,364 64,741 51,425 329.3 2.45
伊   東   市 65,491 30,668 34,823 30,820 527.7 2.07
島   田   市 95,719 46,725 48,994 35,395 303.2 2.66
富   士   市 245,392 120,694 124,698 97,333 1,001.8 2.48
磐   田   市 166,672 83,980 82,692 65,059 1,019.7 2.52
焼   津   市 136,845 66,952 69,893 53,243 1,946.3 2.53
掛   川   市 114,954 57,655 57,299 43,770 432.7 2.58
藤   枝   市 141,342 68,793 72,549 53,974 728.3 2.58
御 殿 場 市 86,614 44,454 42,160 33,529 444.4 2.46
袋   井   市 87,864 44,534 43,330 34,072 811.1 2.54
下   田   市 20,183 9,675 10,508 9,641 193.4 2.05
裾   野   市 50,911 25,773 25,138 20,717 368.6 2.41
湖   西   市 57,885 29,625 28,260 23,005 668.7 2.49
伊　 豆 　市 28,190 13,342 14,848 11,449 77.5 2.37
御 前 崎 市 31,103 15,803 15,300 11,500 474.4 2.65
菊　 川　 市 47,789 24,173 23,616 17,759 507.4 2.65
伊豆の国市 46,804 22,459 24,345 19,085 494.7 2.40
牧 之 原 市 43,502 21,414 22,088 15,904 389.5 2.69

　　　・前回(平成２７(2015)年)調査から引き続き人口減少となったが、第１回の国勢調査（大正９(1920)年）の
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 （３）富士市の人口　　　　　　　　　　　　　２４５,３９２人

　　　・令和２（2020）年の国勢調査による、富士市の人口は２４５,３９２人であった。これは静岡県人口の

　　　　６．８％を占め、県内市町中第３位である。

　　　・平成２７(2015)年の国勢調査の人口２４８,３９９人と比べると、３,００７人の減少（増減率△１．２％）

　　　　となった。

　　　・第１回の国勢調査（大正９(1920)年）の人口６２,９４７人であったものが、１００年間で３．９０倍（前

　　　　回は３．９５倍）になった。

　　　・人口密度は、１,００1.８人で前回に比べて１２.３人の減少となった。（市面積２４４.９５ ）

   図－１　　　富士市人口の推移

   図－２　　５歳階級人口ピラミッド

　昭和６０（1985）年 　　　　　　令和２（2020）年
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２．人　口　構　造

　（１）男女別人口　　　　　  　    　　女性が男性を４,００４人上回る

　　・男女別人口は、男性が１２０,６９４人、女性が１２４,６９８人で、女性が男性を４,００４人上回っている。

　　・平成２７(2015)年の国勢調査と比べると男性は１,２０７人減少（増減率△１．０％）し、女性も１，８００人減少

　　　（同△１．４％）している。

　　表－２　　富士市男女別人口の推移

人口密度

総　数 男 女 　（人） 　１）

214,448 106,268 108,180 4.2 996 60,604 5.8

222,490 110,599 111,891 3.8 1,039 66,050 9.0

229,187 113,944 115,243 3.0 1,071 71,620 8.4

234,187 116,307 117,880 2.2 1,094 77,533 8.2

253,297 125,263 128,034 -  1,034 86,903 -  

254,027 125,240 128,787 0.3 1,037 90,980 4.6

248,399 121,901 126,498 △2.2 1,014 92,581 1.8

245,392 120,694 124,698 △1.2 1,002 97,333 5.1

　　１）昭和63(1988)年国土地理院の測量により面積変更、平成14(2002)年田子の浦港内公有水面埋め立てに

　　　より面積変更、 平成26(2014)年国土地理院の測量により面積変更

　（２）年齢別人口　　　　　　　　　　　老年人口（６５歳以上）の割合２８.４％になる

　　　３０,４３１人、生産年齢人口（１５～６４歳）が１４３,９１７ 図－３　　　年齢区分別構成割合

　　　人、老年人口（６５歳以上）が６９,３１４人で、市人口に

　　　占める構成割合はそれぞれ１２.５％、５９.１％、２８.４％

　　　となっている。

　　・年齢３区分別人口を平成２７(2015)年と比べると、年少

　　　人口は、２,８２７人（増減率△８.５％）、生産年齢人口

　　　は４,１５６人（同△２.８％）減少しているのに対し、老年

　　　人口は、５,１４８人（同８.０％）増加している。

　　・この結果、年齢３区分別構成割合では平成２７(2015)

　　　年と比べると、年少人口は１.０ポイント、生産年齢人

　　　口は１.２ポイントとそれぞれ減っているのに対し、老

　　　年人口は２.３ポイント増えている。

　　表－３　　　年齢区分別人口

年少人口 生産年齢人口 老年人口

（０～１４歳） （１５～６４歳） （６５歳以上）

49,905 23.3 146,913 68.5 17,630 8.2

43,776 19.7 156,808 70.5 21,896 9.8

40,653 17.7 160,891 70.2 27,626 12.1

38,731 16.6 160,686 68.6 34,725 14.8

39,113 15.4 167,721 66.2 46,450 18.3

37,154 14.7 160,844 63.5 55,277 21.8

33,258 13.5 148,073 60.3 64,166 26.1

30,431 12.5 143,917 59.1 69,314 28.4

２７(2015)

令和２(2020)年

昭和60（1985）年

平成 ２（1990）年

７(1995)

１２(2000)

１７(2005)（組替）
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　　・人口を年齢３区分にみると、年少人口（０～１４歳）が
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　（３）　配偶関係　　　　　　　　　　　　　有配偶率は、男女ともに低下

　　・１５歳以上人口を配偶関係別にみると、有配偶者は男性が６１,８７１人、女性が６１,９０７人で、１５歳以上

　　人口に占める割合（有配偶率）は、それぞれ５９．３％、５６．９％となっている。

　　・有配偶率を平成２７（2015）年（男性６２．５％、女性５９．２％）と比べると、男性・女性とも低下している。

　　・離婚者の割合は、男性が５．３％（５,５３３人）、女性が７．８％（８,４３８人）であり、平成２７（2015）年（男性

　　４．７％、女性６．７％）と比べると、男性・女性とも増加している。

　　・未婚者の割合（未婚率）は、男性が３１．３％（３２,６８７人）、女性が１９．９％（２１,６４９人）であり、平成２７

　　(2015)年（男性２９．４％、女性１９．５％）と比べると、男性・女性とも増加している。

　　表－４　　配偶関係（１５歳以上）

総　　数　１） 未　　婚 有　配　偶 死　　別 離　　別

213,231 54,336 123,778 20,015 13,971

１５～１９歳 5,653 5,638 12 -  1

２０～２４歳 4,828 4,507 249 2 26

２５～２９歳 6,018 4,346 1,507 6 79

３０～３４歳 6,560 3,282 3,041 6 160

３５～３９歳 7,310 2,576 4,351 10 309

４０歳以上 74,017 12,338 52,711 3,604 4,958

１５～１９歳 5,591 5,560 24 2 2

２０～２４歳 4,727 4,205 439 1 57

２５～２９歳 5,289 2,989 2,048 2 229

３０～３４歳 5,895 1,878 3,650 6 336

３５～３９歳 6,671 1,227 4,803 31 576

４０歳以上 80,672 5,790 50,943 16,345 7,238

　　１）配偶関係「不詳」含む。

　　図－４　　　年齢階級別配偶関係
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３．世　　　　帯

　（１）世帯の構成　　　　  　　　　 一般世帯数 ９７,１７７世帯、１世帯当たり ２.４８人

　　　員は０．１６人減少した。

　　　４人以下の世帯が全体の９１．８％を占めている。

　　　表－５　　　世帯数の種類・世帯人員

区　　　　　　分

世帯総数 86,903 世帯 90,980 世帯 92,581 世帯 97,333 世帯

　一般世帯数 86,791 世帯 90,834 世帯 92,438 世帯 97,177 世帯

　　一般世帯人員 250,304 人 250,570 人 244,247 人 240,828 人

　　一般世帯当たり人員 2.88 人 2.76 人 2.64 人 2.48 人

　施設等の世帯 103 世帯 146 世帯 143 世帯 156 世帯

       図－６　　一般世帯数の世帯人員別分布

　　・令和２（2020）年の国勢調査による、世帯の総数は９７,３３３

　　　世帯、このうち一般世帯は、９７,１７７世帯、施設等の世帯　　　　　　　図－５　　世帯数の推移

　　　数は１５６世帯となっている。一般世帯の人員は２４０,８２８

　　　人で、その１世帯当たりの人員は、２．４８人となっている。

　　・平成２７（2015）年と比べると一般世帯数は、４,７３９世帯増

　　　加（増減率５．１％）したのに対し、その世帯人員は３,４１９

　　　人の減少（同△１．４％）であったため、１世帯当たりの人

　　・一般世帯数の世帯人員分布でみると、２人世帯（一般世帯

　　　総数の２９．０％）が最も多く、次いで１人世帯（同２８．９％）、

　　　３人世帯（同１９．５％）、４人世帯（同１４．３％）の順となり、
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　（２）　世帯の家族類型　　　　　　　　　　　母子世帯は１,６１２世帯

　　・世帯の家族類型をみると、核家族世帯は５５,９４６世帯（一般世帯の５７．６％）で平成２７（2015）年に比

　　　べ２．７％増加した。

　　・単独世帯は２８,１２７世帯（一般世帯の２８．９％）で平成２７(2015)年に比べ２３．１％増加している。

　　・母子世帯は１,６１２世帯で、平成２７(2015)年に比べ６．３％増加し、父子世帯は２２６世帯で、平成２７

　　　(2015)年に比べ１１．９％増加した。

　　表－６　　　家族類型別世帯数

65,986

71,567

77,416

86,791

90,834

92,438

97,177

　１）平成22(2010)年以降には、世帯の家族類型「不詳」を含む。

　２）核家族世帯とは、夫婦の世帯及び親と子からなる世帯

867 0.9 28,127 28.9 226 1,612令和２(2020)年 - 55,946 57.6 12,140 12.5

774 0.8 22,848 24.9 202 1,517２７(2015) - 54,491 59.3 13,785 15.0

769 0.8 21,209 23.4 190 1,560２２(2010) - 52,853 58.2 15,983 17.6

288 0.8 18,498 23.3 212 1,524１７(2005)（組替） 100 51,061 58.2 16,944 17.6

301 0.4 15,635 20.2 176 1,273１２(2000) 100 45,763 59.1 15,717 20.3

163 0.2 13,045 18.2 209 989７(1995) 100 42,645 59.6 15,714 22.0

82 0.1 11,022 16.7 256 991平成２（1990）年 100 39,645 60.1 15,237 23.1

（再掲）

父子
世帯

（再掲）
母子
世帯構成比 構成比 構成比 構成比 構成比

区分 総数　１）
核家族

2)

核家族
以外の
世帯

非親族
世帯

単独
世帯
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４．住　居　の　状　態
　（１）住居の状況　　　　　　　　　　住宅に住む一般世帯の世帯数は、９６，１５３世帯

　　・住宅に住む一般世帯数は、９６,１５３世帯

　　　２３９,４４１人で平成２７(2015)年と比べて、

　　　世帯数は５.３％増加し、世帯人員は、１.３

　　　％減少している。

　　表－７　　住宅に住む一般世帯の世帯数、世帯人員

　（２）住宅の所有関係　　　　　　　　　　　持ち家に住む世帯は、６８.９％

　　・一般世帯の住宅所有関係割合は、住宅に住む一般世帯数９６，１５３世帯のうち「持ち家」に住む世帯は

　　　６６,２２１世帯（構成比６８.９％）で最も多く、次いで「民営の借家」が２４,４６９世帯（同２５.４％）、「給与住宅」

　　　が２,４４９世帯（同２.５％）、「公営・公団・公社の借家」は２,０２９世帯（同２.１％）の順となっている。

　　・平成２７(2015)年調査と比べると、世帯数は「公営等借家」のみが減少し、他はすべて増加した。

　　　表－８　　　住宅に住む一般世帯の住宅の所有関係

持ち家
公営等
借家

民営借家 給与住宅 持ち家 その他

42,811 2,821 13,284 3,561 290 68.2 31.8

45,763 2,885 15,797 3,907 751 66.2 33.8

49,372 3,053 18,369 3,310 768 65.9 33.1

56,860 3,306 20,559 3,157 1,089 67.5 32.5

60,631 3,150 22,520 2,581 907 67.5 32.5

63,778 2,638 22,216 1,936 710 69.9 30.1

66,221 2,029 24,469 2,449 985 68.9 31.1令和２(2020)年 96,153 95,168

２２(2010) 89,789 88,882

２７(2015) 91,278 90,568

１２(2000) 74,872 74,104

１７(2005)(組替) 84,971 83,882

平成２（1990）年 62,767 62,477

７(1995) 69,103 68,352

区分 世帯数
主世帯

間借り
の世帯

構成比（％）

総数

２７（2015） 91,278 242,490 2.66

令和２（2020）年 96,153 239,441 2.49

１７(2005)（組替） 84,971 248,373 2.92

２２（2010） 89,789 249,409 2.78

７（1995） 69,103 224,780 3.25

１２（2000） 74,872 229,340 3.06

           図－7　住宅の居住状況の推移

区分 世帯数 世帯人数
１世帯当たり

人員

平成２（1990）年 62,767 217,539 3.47
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　（３）　住宅の建て方　　　　　　　　　　一戸建ては、６９.１％

　　・住宅に住む一般世帯を住宅の建て方別に見ると、一戸建てが６９.１％を占め、共同住宅が２９.９％を

　　　占めている。

　　・平成２７(2015)年調査と比べると、一戸建てと共同住宅は、それぞれ１,８９４世帯（増減率３.０％）、

　　　２,８１０世帯（同１０.９％）増加したのに対し、長屋建は、７３世帯（同△８.４％）減少している。

　　表－９　　住宅の建て方別住宅に住む一般世帯数

平成12(2000)年 平成17(2005)年 平成22(2010)年 平成27(2015)年 令和2(2020)年

世帯数 (組換)世帯数 世帯数 世帯数 世帯数

総　　　数 74,872 83,882 88,882 90,568 95,168

　　一　　戸　　建 53,045 59,192 61,613 63,878 65,772

　　長　　屋　　建 1,697 1,353 1,115 874 801

　　共　同　住　宅 20,023 23,275 26,050 25,667 28,477

　　　　１　・　２　階　建 6,251 8,023 9,605 10,446 12,055

　　　　３　～　５　階　建 12,175 13,216 13,827 12,497 13,264

　　　　６　階　建　以　上 1,597 2,036 2,618 2,724 3,158

　　そ　の　他 107 62 94 149 118

（注）平成22(2010)年の世帯総数には、延べ面積「不詳」を含む。

  　　　図－８　　住宅の所有関係の推移

区　　  分

　　図－９　　住宅の建て方の推移
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５．就　業　状　況
　（１）労働力人口　　　　　　　　　　　労働力人口１２４,９３０人、労働力率６２.３％

　　・令和２(2020)年の国勢調査による１５歳以上人

 　　口２１３，２３１人のうち就業者は１１９,９４８人、　　　　　　図－１０　　男女別・労働力人口の推移

　 　完全失業者は４,９８２人で、両者を合わせた労

　　 働力人口は１２４,９３０人となり、１５歳以上に占

    　める割合（労働力率）は、６２．３％（労働力状

　　  態「不詳」を除く。）となっている。　

　　・経済活動に従事していない非労働力人口は

　　　７５,５１５人で、１５歳以上人口の３５．４％を占

　　　めている。

　　・労働力人口に占める完全失業率の割合は、

　　　４．０％で、平成２７(2015)年を０.１ポイント下

　　　回っている。

　　・男女別に労働力人口をみると、男性７０,５６６

　　　人(労働力率７２．６％)、女性５４,３６４人(同

　　　５２．７%)(労働力状態「不詳」を除く。)となって

　　　おり、男性が平成２７(2015)年と同率、女性が

　　　５０．３％から２．４ポイント上昇している。

　　表－１０　労働力状態（１５歳以上）

総　数
主に
仕事

家事の
かたわら

仕事

通学の
かたわ
ら仕事

休業者
労
働
力

人
口

非
労
働

力
人
口

失
業
者

労
働
力

人
口

計 188,517 127,779 123,071 104,308 17,126 576 1,061 4,708 60,476 67.9 32.1 3.68

男 93,143 77,665 74,553 73,230 405 272 646 3,112 15,341 83.5 16.5 4.01

女 95,374 50,114 48,518 31,078 16,721 304 415 1,596 45,135 52.6 47.4 3.18

計 195,411 127,564 122,485 105,439 15,050 679 1,317 5,079 66,908 65.6 34.4 3.98

男 96,597 76,852 73,503 71,939 554 276 734 3,349 19,087 80.1 19.9 4.36

女 98,814 50,712 48,982 33,500 14,496 403 583 1,730 47,821 51.5 48.5 3.41

計 214,171 135,884 129,279 108,591 18,075 959 1,654 6,605 76,012 64.1 35.9 4.86

男 105,372 80,850 76,474 74,413 788 438 835 4,376 22,840 78.0 22.0 5.41

女 108,799 55,034 52,805 34,178 17,287 521 819 2,229 53,172 50.9 49.1 4.05

計 216,121 133,704 125,812 106,650 16,715 889 1,558 7,892 78,979 62.9 37.1 5.90

男 105,911 78,951 73,597 71,512 907 385 793 5,354 25,021 75.9 24.1 6.78

女 110,210 54,753 52,215 35,138 15,808 504 765 2,538 53,958 50.4 49.6 4.64

計 212,239 127,526 122,353 103,180 16,606 956 1,611 5,173 81,070 61.1 38.9 4.06

男 103,381 73,635 70,203 67,939 1,055 436 773 3,432 27,793 72.6 27.4 4.66

女 108,858 53,891 52,150 35,241 15,551 520 838 1,741 53,277 50.3 49.7 3.23

計 213,231 124,930 119,948 102,689 13,984 1,044 2,231 4,982 75,515 62.3 37.7 3.99

男 104,386 70,566 67,313 64,629 1,160 443 1,081 3,253 26,695 72.6 27.4 4.61

女 108,845 54,364 52,635 38,060 12,824 601 1,150 1,729 48,820 52.7 47.3 3.18

１）労働力状態「不詳」を含む。　　　２）労働力状態「不詳」を除く。
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　（２）産業別就業者　 　　　　  　　  　　　　　　　　　　就業者数「第２次産業」は減少

　　　・令和２（2020）年の国勢調査による就業者を産業大

　 　　 分類別に見ると「製造業」が３７,０１３人で、就業者  図－１１　　産業３分類別就業者の推移

　　　  総数の３１．０％を占め最も多く、次いで「卸売，小

　　　　売業」の１７,５４９人（構成比１４．７％）、「医療，福

　　　　祉」の１３,３６２人（同１１．２％）と続いている。

　　　・令和２(2020)年の国勢調査による就業者を産業３

　　　　部門別に見ると、第１次産業は２,４６８人（構成比

　　　　２.１％）、第２次産業は４５,８４２人（同３８.４％）、

　　　　第３次産業は７１,１４８人（同５９.６％）となった。平

　　　　成２７(2015)年と比べると第１次産業は０.１ポイント

　　　　上昇し、第２次産業は０.８ポイント低下し、第３次

　　　　産業は０.８ポイントの上昇であった。

　　　・平成２７(2015)年の国勢調査と比べると、第１次産

　　　　業就業者は８４人増加（増減率３.５％）、第２次産

　　　　業就業者は５９３人減少（同△１.３％）、第３次産

　　　　業就業者は１,４６４人増加（同２.１％）となっている。

　　表－１１　　　産業大分類別就業者数

平成１２年
(2000年)

平成１７年
(2005年)

平成２２年
(2010年)

平成２７年
(2015年)

就業者数

（組替）

122,485 129,279 125,812 122,353 119,948 100.0%
 第１次産業 3,482 3,308 2,634 2,384 2,468 2.1%

3,386 3,211 2,513 2,268 2,349 2.0%
65 66 75 67 77 0.1%
31 31 46 49 42 0.0%

54,866 53,183 49,318 46,435 45,842 38.4%
53 18 19 20 16 0.0%

10,658 10,565 9,613 8,978 8,813 7.4%
44,155 42,600 39,686 37,437 37,013 31.0%

63,787 71,859 70,155 69,684 71,148 59.6%
548 410 529 418 449 0.4%

8,853 1,450 1,476 1,533 1,602 1.3%
-  8,214 8,081 7,820 8,208 6.9%

24,592 20,758 19,150 17,778 17,549 14.7%
2,709 2,488 2,537 2,336 2,175 1.8%

-  917 1,374 1,499 1,641 1.4%
856 4,961 5,665 5,507 5,044 4.2%

-  8,429 10,433 12,127 13,362 11.2%
-  4,563 4,526 4,484 4,852 4.1%
-  947 653 733 702 0.6%

24,201 16,345 13,271 12,982 13,139 11.0%
2,028 2,377 2,460 2,467 2,425 2.0%

350 929 3,705 3,850 490 -  

産 業 分 類

令和２年
(2020年)

就業者数 就業者数 就業者数 就業者数
構成比

１）

総　　　数

農 業
林 業
漁 業

 第２次産業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業

教 育 ， 学 習 支 援

建 設 業
製 造 業

 第３次産業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業

複 合 サ ー ビ ス 事 業
サ ー ビ ス 業
公 務

 分類不能

　１）産業分類「分類不能」を除いて算出

卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
医 療 ， 福 祉
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６．従業地・通学地別人口　　　　　 昼間人口は、２４２,７０１人

　　・令和２(2020)年国勢調査による１５歳以上の従業地・通学地別人口をみると、富士市から他市町村へ通勤・

　　　通学のために出て行く人（流出人口）は３１,１１１人で、他市町村から富士市へ通勤・通学のために入ってく

　　　る人（流入人口）は２８,２４４人となっている。 従って、流入人口より流出人口のほうが多く、その差（流出超

　　　過人口）は２,８６７人となり、常住人口から流出超過人口を除いた、富士市の昼間人口（１５歳未満の通学者

　　　含む。）は、２４２,７０１人となっている。

　　・流出人口（１５歳以上）を市区町村別にみると、富士宮市への流出（就業者・通学者）が１０,３０５人と最も多

　　　く、次いで静岡市が７,７８７人、沼津市が６,５１９人であった。

　　・流出人口（１５歳以上）のうち、就業者は２６,２０１人で８４.２％を占め、通学者は４,９１０人、１５.８％であった。

　　・流入人口（１５歳以上）を市区町村別にみると、富士宮市からの流入（就業者・通学者）が１３,４８０人と最も

　　　多く､次いで静岡市が５,９７７人、沼津市が４,０７６人であった。

　　・流入人口（１５歳以上）のうち、就業者は２７，２２３人で９６.４％を占め、通学者は１，０２１人、３.６％であった。

表－１２　　昼間人口

１）【昼間人口（242,701)】＝【常住人口（245,392）】＋【流入超過数（△2,867）】
＋【流入超過数「15歳未満」（△223）】＋【従業・通学市区町村「不詳・外国」（399）】

※「年齢不詳」の者を集計の対象から除外している。

表－１３　　流出人口（１５歳以上）

※①は順位を示す。

表－１４　　流入人口（１５歳以上）

※①は順位を示す。

1,021 ①    603 ③    106 ②    144
1,658 ①    758 ③    200 ②    352

令和２(2020)年 28,244 27,223 ①12,877 ③ 3,970 ② 5,833

1,615 ①    762 ③    187 ②    303
２７(2015) 28,932 27,274 ①12,875 ③ 4,128 ② 5,625

1,766 ①    745 - -
２２(2010) 28,711 27,096 ①13,255 ③ 4,109 ② 5,573

1,701 ①    819 - -
１７(2005)（組替） 33,732 31,966 ①12,519 ② 4,058 -
平成１２(2000)年 29,561 27,860 ①12,749 ② 3,699 -

総数 富士宮市 沼津市 静岡市

③　611 ① 1,433

区分 総数
就業者 通学者

総数 富士宮市 沼津市 静岡市

③　668 ② 1,189

令和２(2020)年 31,111 26,201 ① 8,985 ③ 5,908 ② 6,354 4,910 ② 1,320

③　654 ② 1,295

２７(2015) 30,809 25,976 ① 8,672 ② 6,090 ③ 6,087 4,833 ① 1,384

③   777 ② 1,105

２２(2010) 30,666 25,929 ① 8,218 ② 6,555 ③ 6,052 4,737 ① 1,381

②   824 ③   903

１７(2005)（組替） 27,358 22,873 ① 6,710 ② 6,400 ③ 2,948 4,485 ① 1,366

平成１２(2000)年 24,935 20,680 ② 5,544 ① 6,310 ③ 1,765 4,255 ① 1,332

沼津市 静岡市
総数

就業者 通学者

総数 富士宮市 沼津市 静岡市 総数 富士宮市

令和２(2020)年 245,392 31,111 28,244 △ 2,867 242,701

２７(2015) 248,399 30,809 28,932 △ 1,877 246,540

２２(2010) 254,027 30,666 28,711 △ 1,955 252,788

238,642

１７(2005)（組替） 253,284 32,955 33,732 777 253,881

平成１２(2000)年 234,142 24,935 29,561 4,626

区　分 常住人口 流出人口 流入人口 流入超過数 昼間人口　１）
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７．高齢者のいる世帯　　　　　　   一般世帯に占める割合は、４５.６％

図－12　年齢３区分別人口の推移

　　・高齢者（６５歳以上）の世帯人員のいる一般世帯数

　　　は、４４,２６７世帯で一般世帯（９７,１７７世帯）に占

　　　める割合は、４５.６％となっている。

　　・平成２７（2015）年調査と比べると、「高齢者のいる

　　　世帯数」は２，９４５世帯増加（増減率７．１％）して

　　　おり、一般世帯より高い増減率となっている。

　　　　

　　表－１５　　高齢者世帯数

　　一般世帯 5.1%

　　　　高齢者のいる世帯 7.1%

9.5%

　 　表－１６　　高齢者の労働力状態

総数
２）

主に
仕事

家事の
ほか
仕事

休業者

総数 69,314 17,356 16,722 12,176 3,956 589 634 50,115 15,930 25

６５～６９歳 16,271 8,033 7,677 5,853 1,611 213 356 7,783 3,839 1

７０～７４歳 17,513 5,698 5,507 3,963 1,352 192 191 11,365 4,513 8

７５～７９歳 14,203 2,362 2,303 1,580 619 103 59 11,477 3,618 5

８０～８４歳 10,628 870 849 556 243 50 21 9,481 2,465 8

８５歳以上 10,699 393 386 224 131 31 7 10,009 1,495 3

　１）労働力状態「不詳」含む。

　２）区分「７５歳～７９歳」には、「通学のかたわら仕事」の１人を含む。

4,739    

41,322 44,267

完全
失業者

う ち
家事

う ち
通学

963    　　　　夫６５歳以上、妻60歳以上
の夫婦のみの世帯

区　　　　分 平成２７年(2015年) 令和２年(2020年） 増　　　減

92,438 97,177

2,945    

10,184 11,147

区分
総数
１）

労働力人口 非労働力人口

総数

就業者
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８．外国人の人口　　　　　　　外国人の人口は４,９９８人

　　　・富士市居住の外国人の人口は、４,９９８人となり総人口の２.０％を占めている。

　　　・平成２７(2015)年の国勢調査（３,５５１人）と比べると１,４４７人の増加（増減率４０.７％）となっている。

　　　・国籍別では、ブラジルが１,２３０人（構成比２４.６％）と最も多く、次いでフィリピン８６８人（同１７.４％）、

　　　　ベトナム７９４人（同１５.９％）、中国６１５人（同１２.３％）と続いている。

　　 表－１７　　外国人の人口

総　　数 フィリピン ベトナム その他

平成７(1995)年 2,181 390 221 219 96 ‐ 123 29 1,032 210 142
　　　１２(2000) 2,688 430 241 362 229 ‐ 133 32 1,139 342 327
１７(2005)（組替） 3,716 504 516 509 428 ‐ 81 28 1,488 344 327

　　　　２２(2010) 4,010 460 749 655 570 ‐ 85 35 1,335 331 445
　　　２７(2015) 3,551 391 527 809 639 99 71 29 1,011 259 525
令和２(2020)年 4,998 341 615 1,898 868 794 236 34 1,230 283 597

　１）無国籍及び国名「不詳」含む。

（注）ベトナムは、平成22(2010)年調査までは、「東南アジア・南アジア」の「その他」に含まれる。

　　表－１８　　　国籍別外国人人口（県内２３市別）
韓　国

・ フィリ ベ ト
朝  鮮 ピ  ン ナ ム

県 計 86,046 4,176 10,319 32,134 15,161 10,680 6,293 759 27,340 3,983 7,335

静   岡   市 9,764 1,251 2,044 4,016 1,237 1,370 1,409 184 552 113 1,604
　葵　 　区 2,756 473 572 1,070 371 274 425 74 72 20 475
　駿 河 区 4,268 521 789 1,932 495 680 757 69 83 18 856
　清 水 区 2,740 257 683 1,014 371 416 227 41 397 75 273
浜   松   市 22,368 1,019 2,263 7,691 3,504 2,725 1,462 141 8,663 1,516 1,075

中　区 8,218 543 857 2,612 1,073 1,020 519 72 3,217 480 437
東　区 3,075 132 403 1,245 663 352 230 13 987 152 143
西　区 2,644 82 231 764 222 385 157 13 937 470 147
南　区 4,108 132 340 848 371 226 251 17 2,293 298 180
北　区 1,726 50 212 802 195 438 169 17 543 36 66
浜北区 2,247 60 179 1,300 923 263 114 6 544 70 88
天竜区 350 20 41 120 57 41 22 3 142 10 14

沼   津   市 4,042 323 676 1,995 1,053 598 344 55 194 185 614
熱   海   市 494 57 92 225 60 79 86 18 16 6 80
三   島   市 1,192 127 182 458 163 182 113 32 176 31 186
富 士 宮 市 1,914 75 299 827 240 437 150 10 381 110 212
伊   東   市 494 51 90 234 136 28 70 50 5 - 64
島   田   市 1,306 35 232 671 289 280 102 11 190 47 120
富   士   市 4,998 341 615 1,898 868 794 236 34 1,230 283 597
磐   田   市 7,346 108 430 1,905 996 518 391 16 4,348 203 336
焼   津   市 4,355 82 447 2,508 1,708 592 208 16 788 184 330
掛   川   市 4,090 65 508 1,361 831 354 176 28 1,681 192 255
藤   枝   市 1,618 75 262 593 277 193 123 17 221 117 333
御 殿 場 市 2,100 141 433 780 471 208 101 18 416 123 189
袋   井   市 4,336 66 326 1,061 304 429 328 12 2,459 107 305
下   田   市 173 22 38 74 38 14 22 7 2 - 30
裾   野   市 712 30 135 282 121 127 34 14 117 59 75
湖   西   市 3,284 34 136 756 184 318 254 9 1,812 428 109
伊　 豆 　市 197 22 34 93 37 23 33 2 10 4 32
御 前 崎 市 914 13 76 472 332 86 54 1 307 5 40
菊　 川　 市 3,473 17 176 1,052 719 223 110 2 2,099 62 65
伊豆の国市 554 38 58 301 95 138 68 15 31 13 98
牧 之 原 市 1,968 13 151 547 295 196 56 4 1,068 38 147

１）無国籍及び国名「不詳」を含む。

区　　分 総　　数 中　　国
東南アジア・南アジア

アメリカ ブラジル ペルー
その他

１）

地 　 域 総  数 中  国
東南アジア・南アジア　

アメリカ ブラジル ペルー
その他

１）総  数 その他

韓 国
・

朝 鮮
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９．人口集中地区　　　　　　　人口集中地区の人口は２００,７２５人

　　　・富士市の人口集中地区（DIDｓ）の人口は、２００,７２５人となり総人口の８１.８％を占めている。

　　　・平成２７(2015)年の国勢調査と比べると２,７１７人の増加（増減率１.４％）となっている。

　表－１９　人口、人口増減（平成２７(2015)年～令和２(2020)年）、面積及び人口密度（人口集中地区）

平成２７年
(2015年)

令和２年
(2020年)

実数 率（％） （ ） （１ 当たり）
平成２７年
(2015年)

令和２年
(2020年)

平成２７年
(2015年)

令和２年
(2020年)

富 士 市 248,399 245,392 △ 3,007 △ 1.2 244.95 1,001.8 - - - - 

人 口 集 中 地 区
（ DIDs ）

198,008 200,725 2,717 1.4 53.05 3,783.7 79.7 81.8 20.0 21.7

　表－２０　　一般世帯数、一般世帯人員及び１世帯当たり人員（人口集中地区）

１世帯当
たり人員

１世帯当
たり人員

富 士 市 2.64 2.48

人 口 集 中 地 区
（ DIDs ）

2.60 2.44

　表－２１　人口集中地区の人口及び面積（昭和５５(1980)年～令和２(2020)年）

昭和55年
(1980年)

60年
(1985年)

平成2年
(1990年)

7年
(1995年)

12年
(2000年)

17年(組替)
(2005年)

22年
(2010年)

27年
(2015年)

令和2年
(2020年)

（人） 135,957 143,172 162,482 179,723 186,981 197,584 201,751 198,008 200,725

（ ） 30.2 31.5 39.3 44.2 45.15 48.16 49.08 49.02 53.05

　　図－１３　人口集中地区の人口及び面積（昭和５５(1980)年～令和２(2020)年）

年　　　次

人口集中地区の人口

人口集中地区面積

92,438 244,247 97,177 240,828

75,512 196,260 81,279 198,433

区　　分

平成２７年(2015年) 令和２年(2020年)

世帯数 世帯人員 世帯数 世帯人員

区　　分
人口

平成２７(2015)年～
令和２(2020)年

の人口増減
面積 人口密度

全　域　に　占　め　る
人口集中地区の割合（％）
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